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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 
ラフルーア先生特集では安藤泰至先生、
品川哲彦先生に、公募論文の査読審査では
細谷昌志先生、伊原木大祐先生にご協力い
ただきました。諸先生方にはこの場を借り
て改めてお礼申し上げます。編集作業の中
でまず思い起こされたのは、先の講演会で
のラフルーア先生のご様子でした。とりわ
け会の後、先生が京都で学ばれていた頃の
こと、以前の百万遍付近の様子などを楽し
げに、気さくに語って下さったことが印象
的でした。        
（下田和宣記） 
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